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岩手県農業共済組合定款の一部変更について
…園芸施設共済の加入面積要件を２㌃以上から 50 平
方㍍以上に引き下げ

岩手県農業共済組合事業規程の一部変更について
…家畜共済の共済事故の一部除外について、事故除
外できる項目が追加（12 ページ参照）など

平成３０年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、
損益計算書、剰余金処分案及び不足金処理案の承
認について
…４ページ参照

令和元年度事業計画の設定について
…４、５ページ参照

家畜共済勘定と家畜診療所勘定の分離に伴う積
立金の繰入額について
…繰入額総額：5 億 1,658 万 5,000 円

令和元年度事務費賦課総額及び賦課単価の決定
について
…事務費賦課総額：11 億 4,725 万 8,000 円

令和元年度役員の報酬及び顧問の報酬の決定に
ついて
…役員報酬：2,230 万円以内、顧問報酬：50 万円以内

令和元年度損害評価会委員、損害評価員、共済部長の報
酬等及び家畜診療所運営委員の報酬等の決定について
…損害評価会委員：年手当 10,000 円、損害評価員：
年手当 5,000 円、共済部長：年手当 15,000 円ほか

特別積立金の取崩額決定について
…取崩額：9,828 万 1,000 円以内（損害防止費用…収
入保険に移行した組合員も対象）

余裕金の運用先の決定について
…岩手県信用農業協同組合連合会など県内の 21 金融
機関

借入金の方法、利率及び償還方法の決定について
…10 億円以内（共済金の支払いのための資金など）

建物総合共済の連合会等保有責任部分の一部を
全国連合会の保険に付すること及びこれに伴う
基本契約書の変更について
…基本契約書の内容の変更

畑作物共済（蚕繭）危険段階別共済掛金率の設
定について
…蚕繭共済危険段階区分数 41、危険指数 7.46075（最
高）、1.0（最低）

監事監査規則の一部改正について
…農業保険法の一部改正に伴い「共済」規程から「事業」
規程に変更

職員給与規則の一部改正について
…高速道路を利用することが認められた職員の通勤手
当の上限金額の変更など

　農業共済の発展と組合運営に長年ご尽力いただいた方々の表彰が行われました。
受賞された方々に心より感謝し、お祝い申し上げます。受賞者は次の通りです。（順不同）
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第
２
号
表
彰

　
令
和
元
年
５
月
31
日
、
盛
岡
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
第
５
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
事
業
報
告
や
令
和

元
年
度
事
業
計
画
な
ど
、
全
15
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
菊
地
一
男

組
合
長
は
「
昨
年
度
は
、
総
共

済
金
額
１
兆
５
１
９
６
億
円
の

達
成
を
目
標
に
掲
げ
て
取
り
組

ん
だ
と
こ
ろ
、
総
共
済
金
額

１
兆
５
２
２
８
億
円
、
目
標
達

成
率
で
１
０
０・
２
％
の
実
績
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
関
係
者
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
る
も

の
と
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
近
年
は
異
常
気
象
に

伴
う
災
害
が
頻
発
し
、
こ
れ
ま

で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て

い
な
か
っ
た
地
域
で
も
、
い
つ

災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
農
業
経
営
を
支
え
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

農
業
保
険
の
役
割
は
さ
ら
に
重

要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。
農
家
の
み
な
さ
ま
が
、

農
業
共
済
制
度
ま
た
は
収
入
保

険
へ
ご
加
入
い
た
だ
け
る
よ
う
、

制
度
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
奥
州
市
の
阿
部
清

志
総
代
が
選
任
さ
れ
、
議
事
録

署
名
人
に
は
一
関
市
の
佐
々
木

長
市
総
代
、
遠
野
市
の
村
上
恭

一
総
代
が
指
名
さ
れ
、
議
事
進

行
に
入
り
ま
し
た
。
慎
重
な
審

議
の
結
果
、
全
15
議
案
が
原
案

通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で
は
、「
安

心
の
未
来
」
拡
充
運
動
の
２
年

度
と
し
て
、
運
動
目
標
「
す
べ

て
の
農
家
に
『
備
え
』
の
種
を

届
け
よ
う
」
の
達
成
を
目
指
し
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

全
議
案
を
可
決・承
認

第
５
回
通
常
総
代
会

総代定数	 300名
本人出席	 199名
書面出席	 97名
出席者合計	 296名

総代会とは
　組合員の声を反映させる実質的な最高意
思決定機関。組合員の代表（総代）が出席
し、理事から提出された議案を審議します。

議長をつとめた阿部清志総代

表彰を受ける千葉一郎さん

奥州市

千
ち ば

葉一
か ず ろ う

郎さん（総代）

盛岡市

坂
さ か も と

本初
は つ お

男さん（前理事）

一関市

千
ち ば

葉　修
おさむ

さん（前理事）

北上市

小
お ば ら

原　敬
け い

さん（前理事）

久慈市

女
おんなざわ

澤　宏
ひろし

さん（共済部長）

あいさつする菊地一男組合長

共済部長、損害評価員、嘱託・指定獣医
師として、農業共済事業の運営と進展に
尽力し、顕著な功績を収められた方

役員として勤続年数が長年にわたり、農
業共済事業の運営と進展に尽力し、顕著
な功績を収められた方

提出議案

農業共済の発展に貢献

｜平成30年度農業共済功績者表彰 ｜
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平成30年度共済掛金と支払共済金

　全体的に被害の少ない年となりましたが、家畜共済では事故頭数は減少したものの、個体評価額の
上昇により、支払共済金が大幅に増加しました。
　家畜共済勘定で 5,579 万 1,103 円の不足金が発生したため、法定積立金から充当しました。また、
家畜共済勘定を除いた剰余金４億 5,720 万円は、各事業勘定に積み立てます。

平成30年度実績 令和元年度計画

大 豆 引受面積
共済金額

341,362ａ
592,475,615円

187,130ａ
405,371,000円

ホップ 引受面積
共済金額

4,968ａ
162,997,950円

3,270ａ
105,532,000円

そ ば 引受面積
共済金額

61,165ａ
42,051,755円

34,210ａ
24,689,000円

蚕 繭 引受箱数
共済金額

104.8箱
7,082,960円

76.5箱
5,258,000円

平成30年度実績 令和元年度計画

水 稲 引受面積
共済金額

5,325,695ａ
33,652,463,390円

4,304,170ａ
27,797,413,000円

麦 引受面積
共済金額

277,440ａ
566,858,996円

267,880ａ
536,398,000円

平成30年度実績 令和元年度計画

りんご 引受面積
共済金額

46,384ａ
1,011,907,000円

45,970ａ
1,012,409,000円

ぶどう 引受面積
共済金額

2,913ａ
56,106,000円

2,100ａ
38,485,000円

平成30年度実績 令和元年度計画

引受棟数
共済金額

24,515棟
6,730,577,000円

24,414棟
5,851,000,000円

平成30年度実績 令和元年度計画

引受棟数
共済金額

113,328棟
1,371,264,910,000円

109,580棟
1,330,091,200,000円

平成30年度実績 令和元年度計画

引受頭数
共済金額

304,144頭
30,928,128,978円

391,903頭
30,975,304,000円

平成30年度実績 令和元年度計画

引受台数
共済金額

29,173台
77,808,810,000円

28,274台
70,540,000,000円

畑作物共済

農機具共済

農作物共済

園芸施設共済

建物共済

家畜共済

果樹共済

平成30年度       令和元年度
  事業実績　 事業計画

平成30年度      　　　 　令和元年度
  業務収支決算　 　業務収支予算

合計
27億3,790万円

支払共済金

家畜
18億2,341万円

果樹 1,154万円畑作物 4,830万円
園芸施設 4,156万円

建物
5億5,244万円

農機具 9,533万円

農作物
1億6,532万円

合計
32億22万円

組合員負担
共済掛金

家畜
9億1,606万円

果樹 1,650万円畑作物 2,578万円
園芸施設 6,322万円 建物

16億5,428万円

農機具
2億8,392万円

農作物 2億4,046万円

①受取補助金
　14億4,379万円

③賦課金
　4億1,545万円

⑤損害防止収入
　　  1,500万円

④受取利息
　2億8,093万円

②事業勘定受入
　9億4,116万円

　その他 2億8,602万円

①受取補助金
　12億6,364万円

③賦課金
　3億6,241万円

⑤損害防止収入
　1,340万円

④受取利息
　2億7,584万円

②事業勘定受入
　9億1,313万円

　その他 3億4,297万円

②業務費
　2億8,947万円

③施設費
　2億5,412万円

⑤損害評価費
　4,842万円

④損害防止費
　5,576万円

　その他 7億8,525万円

①人件費
　19億4,933万円

②業務費
　2億8,197万円

③施設費
　2億7,369万円
④損害防止費
　8,687万円
⑤損害評価費
　7,551万円
　その他 5億5,319万円

①人件費
　19億16万円

①国などから交付される補助金
②損害防止事業の財源として特別積立金から取り崩し

た金額など
③組合員から納入された賦課金
④預金、有価証券等の利息収入
⑤損害防止の実施に伴い負担金としていただいた金額

平成30年度決算 33億8,235万円
　…国からの補助金が４割超

令和元年度予算 31億7,139万円
　…国からの補助金が前年度比で１億円減に

平成30年度決算 33億8,235万円
　…各引当金に総額３億円を繰り入れ

令和元年度予算 31億7,139万円
　…システム更新のため戻し入れ

①役員報酬、職員給与手当の費用など
②会議に要する費用や共済部長、総代の報酬など
③車両や事務所施設の維持管理に要する費用など
④事故や被害を未然に防ぐために要する費用
⑤損害評価に要する費用および、損害評価員等の報酬

収　入 支　出

　
令
和
元
年
度
は
、「
安
心
の
未
来
」
拡
充
運
動
の

２
年
度
目
を
迎
え
、「
よ
り
広
く
、
よ
り
深
く
、
農

家
の
も
と
へ
」
を
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の
事
項

を
重
点
課
題
と
し
、
運
動
目
標
「
す
べ
て
の
農
家

に
『
備
え
』
の
種
を
届
け
よ
う
」
の
達
成
に
向
け
て

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１　
多
様
な
経
営
体
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
提

案
型
推
進
に
よ
る
引
受
目
標
（
令
和
元

年
度
総
共
済
金
額
１
兆
４
６
７
４
億

円
）
の
達
成

２　
生
産
と
経
営
を
支
援
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
活
動
の
充
実
・
強
化

３　
事
業
運
営
基
盤
の
強
化
・
確
立

４　
収
入
保
険
制
度
へ
の
取
り
組
み

５　
広
報
・
広
聴
活
動
の
拡
充
・
強
化

よ
り
広
く
、

よ
り
深
く
、

農
家
の
も
と
へ

行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
園
芸
施
設
用
の

防
風
ネ
ッ
ト
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く

の
N
O
S
A
I
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

　

園
芸
施
設
共
済
加
入
者
（
申
請
時
に
加

入
申
込
を
し
て
い
る
方
も
含
み
ま
す
）

※
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
防
風

ネ
ッ
ト
が
対
象
で
す
。
な
お
、
昨
年
度
に
助
成

を
受
け
た
ネ
ッ
ト
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
果
樹
園
地
用
の
防
風
ネ
ッ
ト
な
ど
は
助
成
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
助
成
は
１
組
合
員
あ
た
り
１
回
と
し
ま
す
。

【
助
成
金
額
】

　

防
風
ネ
ッ
ト
購
入
経
費
の
８
割
（
５
万

円
を
限
度
と
し
、
１
０
０
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
と
し
ま
す
）

※
ネ
ッ
ト
の
設
置
費
用
や
、
支
柱
そ
の
他
資
材

購
入
経
費
は
対
象
外
で
す
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
の
た
め
、
申
請
者
多

数
の
場
合
、助
成
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
提
出
書
類
】

　

交
付
申
請
書
お
よ
び
領
収
書
（
ま
た
は

請
求
書
）
明
細
の
写
し

※
ネ
ッ
ト
の
購
入
金
額
が
わ
か
ら
な
い
領
収
書
な

ど
の
場
合
、助
成
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
交
付
申
請
書
は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。

【
提
出
期
限
】

　

９
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　

申
請
後
、
職
員
が
防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置

状
況
を
確
認
し
ま
す
。

※
購
入
後
設
置
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
交
付
で
き

ま
せ
ん
。

集
団
加
入・一斉
受
付
に
よ
る

掛
金・賦
課
金
の
割
引

　

一
定
の
集
団
に
よ
る
加
入
や
一
斉
受
付

を
行
う
こ
と
で
、
掛
金
と
賦
課
金
を
割
引

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
割
引
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、
組
合
と
協
定

を
結
ぶ
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
限
定
の
割
引

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅱ
類
の
う
ち
、

主
要
な
骨
材
が
31
・
8
ミリ
以
上
の
径
に
よ

り
造
ら
れ
て
い
る
施
設
の
掛
金
を
割
引
し

ま
す
。

共
済
金
支
払
基
準
の
追
加

　

共
済
金
支
払
基
準
に
④
と
⑤
が
追
加
さ

れ
ま
す
。（
左
表
参
照
）
大
き
な
災
害
の
み

を
補
償
と
し
た
い
場
合
に
選
択
す
る
と
、

掛
金
の
負
担
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

耐
用
年
数
を
経
過
し
た
ハ
ウ
ス
の
選
択
加
入

　
い
ま
ま
で
は
所
有
・
管
理
す
る
全
て
の
棟
を
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数

を
経
過
し
た
ハ
ウ
ス
（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
場
合
は
25
年
）
へ
の
補
償
が
不
要
な
場
合
は
、
補
償

か
ら
除
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
６
月
１
日
よ
り
、
集
団
加
入
に
よ
る
掛
金
の
割
引
な
ど
、
３
つ

の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
１
日
か
ら
は
、
共
済
金
支
払

基
準
が
追
加
さ
れ
、
園
芸
施
設
共
済
の
補
償
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

防風ネットはビニールハウスより高く設置すると、より効果的です

申
請
は
お
早
め
に  

｜ 
防
風
ネ
ッ
ト
購
入
経
費
の
助
成 

｜

掛
金
の
割
引
措
置
を
導
入

損　害　額

次の①～⑤から選択ができます。
①損害額が3万円または共済価額

の5％のいずれかを超えた場合
②損害額が10万円を超えた場合
③損害額が20万円を超えた場合

[新]④損害額が50万円を超えた場合
[新]⑤損害額が100万円を超えた場合

いままで

所有・管理する全ての棟の加入が必要

これ から

耐用年数を経過したハウスを補償から除くこ
とができます

共済金支払対象となる損害額

詳しくはお近くのＮＯＳＡＩへお問い合わせください。

６
月
１
日

責
任
開
始
分
か
ら

７
月
１
日
責
任
開
始
分
か
ら

９
月
１
日

責
任
開
始
分
か
ら

 こちらに記入を
　　 お願いします

 

設
置
状
況
を
確
認
し
ま
す

補償不要

耐用年数
以内

耐用年数
を経過

加　入
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チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

高
度
外
科
治
療
チ
ー
ム
で
治
療
を
行
う

ま
で
の
流
れ
と
し
て
、
ま
ず
初
め
に
、
症

例
を
担
当
し
て
い
る
獣
医
師
と
チ
ー
ム
内

で
協
議
し
、
こ
の
症
例
が
手
術
に
適
し
て

い
る
か
を
判
断
し
ま
す
。
手
術
が
決
ま
れ

ば
、
日
程
の
調
整
や
手
術
に
向
け
て
の
準

備
を
行
い
ま
す
。
基
本
的
に
、
症
例
の
担

当
獣
医
師
も
手
術
に
立
ち
合
い
、
手
術
後

の
管
理
を
チ
ー
ム
内
で
協
議
し
、ア
フ
タ
ー

ケ
ア
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　

先
に
ご
紹
介
し
た
牛
群
管
理
指
導
チ
ー

ム
と
同
様
に
、
高
度
外
科
治
療
チ
ー
ム
も

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
家
畜
診
療
所
全
体
の
組

織
力
を
用
い
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

高
い
技
術
で
死
廃
事
故
低
減
を
目
指
す

「
高
度
外
科
治
療
チ
ー
ム
」

診
療
所
通
信

TEL：0197-25-6909 TEL：0198-62-5322

TEL：0193-67-3656

TEL：0194-28-3191

宮古家畜診療所

下閉伊北部出張所

岩手県北基幹家畜診療所 岩手県南基幹家畜診療所 岩手沿岸基幹家畜診療所
（家畜診療）TEL：019-601-8125
（人工授精）TEL：019-601-8201

TEL：019-601-6033
TEL：0198-29-4122

TEL：0195-66-2506
TEL：0191-21-5666

TEL：0195-41-1105

葛巻家畜診療所
磐井家畜診療所

北部家畜診療所

北岩手家畜診療所
中部家畜診療所

※8時30分から9時30分以外の診療依頼は、急患を除き、原則として当日中の往診は
　できませんのでご了承ください。
※獣医師個人の携帯電話へ直接依頼することはご遠慮ください。

岩
手
県
南
基
幹
家
畜
診
療
所

中
部
家
畜
診
療
所

工く
ど
う藤　

力ち
か
ら 

課
長

　

平
成
31
年
３
月
号
で
は
、
高
度
生
産
支

援
損
害
防
止
事
業
と
し
て
結
成
さ
れ
た
牛

群
管
理
指
導
チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
も
う
一
つ
の
「
高
度
外
科
治
療

チ
ー
ム
」
を
紹
介
し
ま
す
。

高
度
な
技
術
で
家
畜
を
守
る

　
高
度
外
科
治
療
チ
ー
ム
は
、
こ
れ
ま
で
治

療
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
ケ
ガ
や
病
気
に

対
し
、
高
度
な
治
療
技
術
を
用
い
て
、
み
な

さ
ん
の
大
切
な
家
畜
を
守
る
た
め
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
正
確
な
診
断
に
必
要
な
機
器
や

手
術
用
施
設
を
備
え
た
家
畜
診
療
所
で
、
外

科
的
な
治
療
（
主
に
高
度
な
麻
酔
管
理
下
で

の
手
術
）
に
よ
る
治
癒
を
目
指
し
ま
す
。

　
同
チ
ー
ム
は
、県
内
の
家
畜
診
療
所
か
ら
、

こ
れ
ま
で
特
に
積
極
的
に
外
科
手
術
に
取
り

組
ん
で
き
た
６
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
成
後
、
昨
年
10
月
か
ら
10
例
の
外
科
手
術

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
事
例
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
廃
用
と
な
る
こ

と
が
多
か
っ
た
子
牛
の
股
関
節
脱
臼
や
従
来

の
固
定
方
法
で
は
治
す
こ
と
が
難
し
か
っ
た

骨
折
に
対
す
る
ピ
ン
や
プ
レ
ー
ト
を
用
い
た

整
復
手
術
、
尿
膜
管
膿
瘍
（
臍へ

そ
の
緒
の
名
残

が
化
膿
し
、
膀ぼ

う
こ
う胱

と
つ
な
が
っ
た
ま
ま
の
も

の
）
の
摘
出
手
術
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
県
内
随
一
の
設
備
を
誇
る
岩

手
沿
岸
基
幹
診
療
所
（
遠
野
市
）
に
、
県
内

各
地
の
農
場
か
ら
牛
を
搬
入
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
難
し
い
症
例
も
あ
り
、
全
て
を
完
治

さ
せ
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多

く
の
例
で
治
癒
あ
る
い
は
、
機
能
改
善
と
な

り
ま
し
た
。

知
っ
て

得
す
る

高
品
質
の
安
定
確
保
へ

　

１
月
か
ら
３
月
の
剪
定
、
４
月
か
ら
５
月
は

薬
剤
散
布
を
行
い
、
６
月
下
旬
か
ら
収
穫
が
始

ま
り
ま
す
。「
収
穫
作
業
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

あ
ま
り
木
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
剪
定
し
て

い
ま
す
」
と
今
野
さ
ん
。
薬
剤
散
布
に
は
、
実

の
重
さ
で
下
が
っ
て
き
た
枝
に
ぶ
つ
か
ら
な
い

よ
う
に
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
は
な
く
、

小
型
の
動
力
噴
霧
器
を
使
用
し
ま
す
。
今
年
は

収
穫
量
を
増
や
す
た
め
、
初
め
て
ミ
ツ
バ
チ
を

使
っ
た
授
粉
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

頑
張
る
姿
を
見
せ
た
い

　
今
野
さ
ん
は
、
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
出
身
。

「
昨
年
大
船
渡
で
同
級
会
が
あ
り
、
同
級
生
に
初

め
て
梅
の
園
地
を
見
せ
ま
し
た
。
自
分
が
現
役

で
農
業
を
続
け
る
こ
と
が
、
同
級
生
の
励
み
に

な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

  大船渡市

収穫間近の「越の梅」

シカの食害対策としてネットを張っている

耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
て
梅
を
栽
培

初
め
て
の
果
樹
栽
培

　

耕
作
放
棄
地
を
所
有
し
て
い
た
今
野
さ
ん
の

も
と
を
、
平
成
17
年
に
住
田
町
の
㈲
及
川
農
園

の
及
川
詔
夫
社
長
が
訪
れ
ま
し
た
。「
梅
干
し
を

製
造
す
る
た
め
に
、
１
㌶
以
上
の
農
地
と
梅
の

生
産
者
を
探
し
て
い
た
及
川
社
長
に
相
談
を
受

け
ま
し
た
」
と
今
野
さ
ん
。「
自
分
に
は
果
樹
栽

培
の
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
及
川
社
長
か
ら

栽
培
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
」
と
耕
作
放
棄
地
で
の
梅
栽
培
を
決

断
し
ま
し
た
。

　

約
２
㌶
の
園
地
に
「
越
の
梅
」
と
「
南
高
」

の
２
種
類
を
植
栽
。
苗
木
を
シ
カ
の
食
害
か
ら

守
る
た
め
、
園
地
を
囲
む
よ
う
に
ネ
ッ
ト
を
張

り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
の
長
さ
は
、
延
べ
１・
４
㌔

に
な
り
ま
す
。

今
こ ん の

野 正
ま さ ふ み

文さん

　

大
船
渡
市
立
根
町
の
今
野
正
文
さ
ん
（
66
）
は
、
耕
作

放
棄
地
だ
っ
た
約
２
㌶
の
農
地
を
再
生
し
、
梅
２
６
０
本

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
収
量
の
確
保
と
品
質
管

理
に
向
け
て
取
り
組
み
、「
仲
間
た
ち
に
農
業
を
頑
張
る
姿

を
見
せ
た
い
」
と
奮
闘
中
で
す
。

「収穫量は年間１０㌧が目標です」と今野さん

いちばん星 輝 く岩 手 の   農 業 人
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結いの大地 旬だより

　
軽
米
町
上
尾
田
の
尾
田
川
農
園

（
尾
田
川
勝
雄
代
表
＝
66
歳
）
で

は
、
雑
穀
と
有
機
玄
米
を
使
用
し

た
「
有
機
玄
米
ク
ラ
ッ
カ
ー
」
を

製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
は
「
雑
穀
」「
は
と
麦
」

「
赤
米
・
黒
米
」
の
３
種
類
で
す
。

契
約
栽
培
し
た
安
全
・
安
心
な
雑

穀
を
、
無
添
加
・
調
味
料
不
使
用

の
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
加
工
。
サ
ク
サ

ク
と
し
た
食
感
で
お
米
の
や
さ
し

い
甘
さ
が
特
長
の
同
商
品
は
、
介

護
食
や
保
存
食
と
し
て
も
最
適
で

す
。

　
尾
田
川
代
表
は
「
温
か
い
ス
ー

プ
や
牛
乳
に
浸
す
と
、
離
乳
食
と

し
て
も
使
え
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
や

食
物
繊
維
が
豊
富
な
雑
穀
を
、
手

軽
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

奥
州
市
水
沢
真
城
の
「
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
＆
喫
茶 

翔し
ょ
う
 （

吉
田

庄し
ょ
う
こ

有
子
店
長
＝
65
歳
）」
で
は
、

自
家
産
野
菜
を
使
っ
た
ラ
ン
チ

セ
ッ
ト
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
「
栽
培
し
て
い
る
野
菜
を
新
鮮

な
う
ち
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
平
成
15
年
に
食
事
も
で
き
る
喫

茶
店
を
オ
ー
プ
ン
。
料
理
に
使
用

す
る
の
は
、
自
家
産
の
米
と
採
れ

た
て
の
野
菜
が
中
心
で
す
。

　
人
気
の
お
す
す
め
ラ
ン
チ
セ
ッ

ト
は
、
５
～
６
種
類
の
メ
イ
ン
料

理
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
吉
田
さ
ん
は
「
お
客
さ
ん
に
見

て
楽
し
い
、
食
べ
て
お
い
し
い
料

理
を
提
供
し
た
い
で
す
ね
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
山
田
町
の
う
ど
ん
店
「
釜
揚
げ

屋
（
川
村
芳
宏
代
表
＝
57
歳
）」

で
は
、
地
元
の
郷
土
料
理
「
小
豆

ば
っ
と
う
」を
ア
レ
ン
ジ
し
た「
あ

ず
き
ば
っ
と
う
ソ
フ
ト
」
を
４
月

か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
は
っ
と
う
」
に
は
、
県
産
小

麦
「
ネ
バ
リ
ゴ
シ
」
を
使
用
。
あ

ん
こ
に
絡
め
た
は
っ
と
う
の
上
に

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
乗
せ
て
、
黒

み
つ
、
き
な
粉
を
か
け
ま
す
。
仕

上
げ
に
「
山
田
揚
げ
せ
ん
べ
い
」

を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。
小
豆
ば
っ
と
う

を
手
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

カ
ッ
プ
入
り
の
ス
イ
ー
ツ
で
す
。

　

同
店
の
川
村
将
崇
さ
ん
（
27
）

は
「
郷
土
の
食
文
化
を
新
た
な
か

た
ち
で
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
若

い
人
た
ち
に
も
ぜ
ひ
食
べ
て
も
ら

い
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
西
和
賀
町
の
第
三
セ
ク
タ
ー
西

和
賀
産
業
公
社
（
社
長
＝
細
井
洋

行
町
長
）
で
は
「
西
わ
ら
び
入
り

蕎
麦
」
を
開
発
し
、
湯ゆ

め夢
プ
ラ
ザ

な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
麺
に
使
用
す
る
の
は
、
西
和
賀

町
産
の
そ
ば
粉
と
県
産
小
麦
「
銀

河
の
ち
か
ら
」。
町
の
特
産
で
あ

る
西
わ
ら
び
を
パ
ウ
ダ
ー
化
し
た

つ
な
ぎ
粉
を
練
り
こ
ん
で
い
ま

す
。
つ
ゆ
に
も
西
和
賀
町
産
の
南

部
か
し
わ
「
銀ぎ

ん
せ
つ雪

」
の
だ
し
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

公
社
の
相
沢
和
弘
商
品
開
発
・

調
理
指
導
担
当
部
長
（
57
）
は
「
西

わ
ら
び
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
も

ち
も
ち
し
た
食
感
と
、
つ
る
っ
と
し

た
の
ど
越
し
が
特
長
で
す
。
コ
ク
の

あ
る
そ
ば
つ
ゆ
と一緒
に
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

１袋６４８円（税込）。インターネットでも販売 おすすめランチセット1,000円（税込）釜揚げ屋と道の駅やまだで販売　１個300円（税込） ２人前（麺１８０㌘２袋入り）540円（税込）

▷インターネット販売
　odakawanouen.com
 「おだかわのうえん」で検索

▷盛岡市前潟４-７-１
　イオンモール盛岡１階
 「もりおかん」

▷奥州市水沢真城ヶ丘１-４-１
▷営業時間
　午前１１時３０分～午後４時
　定休日：毎週火曜日

▷山田町山田４地割５-１
　℡0193-82-2173

▷湯夢プラザ
　西和賀町川尻40-73-11
▷営業時間
　午前8時30分～午後7時
　（売店）
▷年中無休
　℡0197-82-2214

雑
穀
を
手
軽
に
味
わ
う

自
家
産
野
菜
の
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト

郷
土
料
理
を
ス
イ
ー
ツ
に

町
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

東
北
自
動
車
道

田沢湖線（秋田新幹線）

46
盛岡I.C. ★

イオンモール
盛岡１階
「もりおかん」

至
秋
田

至
盛
岡
市
内

東
北
本
線

キクコーストア
山田インター店

コメリ岩手山田店 ●●

★釜揚げ屋

至
宮
古

至
釜
石

至
宮
古

至
山
田
市
街

45
三
陸
自
動
車
道

●

●

ドライフラワー＆喫茶 翔

昭和稲荷神社
至
平
泉

東
北
本
線

４

★
奥州市
真城小学校

至
水
沢
市
街

● ●
107

★湯夢プラザ
ゆ め

ほっとゆだ駅

118

215

西和賀消防署
湯田出張所

花巻農業協同組合
湯田支店

川尻中央交差点

軽
米
町

奥
州
市

山
田
町

西
和
賀
町
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７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
落
雷
に
よ

る
電
化
製
品
（
テ
レ
ビ
、
電
話
機
な
ど
）

の
被
害
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
の
建
物
共
済「
住
ま
い
る
」に
加
入
し
て
、

落
雷
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
被
害
が
発
生
し
た
ら
、
す
み
や

か
に
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
N
O
S
A
I
の
建
物
共
済
「
住
ま
い
る
」

は
、
て
ん
補
（
補
償
）
範
囲
に
家
具
類
を

含
め
る
こ
と
で
落
雷
に
よ
る
電
化
製
品
の

被
害
を
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
加
入
し
て
い
る
方
は
、
家
具
類
の

補
償
の
付
帯
に
つ
い
て
加
入
証
券
で
確
認

で
き
ま
す
。

被
害
が
発
生
し
た
ら

①
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
連
絡

（
加
入
者
→
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
）

②
被
害
を
受
け
た
電
化
製
品
を
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
確
認
し
ま
す
。

③
家
電
製
品
等
損
害
証
明
書

（※）
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
加
入
者
→
修
理
業
者
）

※
確
認
時
に
N
O
S
A
I
職
員
が
用

紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

３
項
目
を
追
加

　

搾
乳
牛
・
育
成
乳
牛
お

よ
び
繁
殖
牛
、
育
成
・
肥
育

牛
に
お
い
て
事
故
除
外
で
き

る
区
分
が
追
加
と
な
り
ま
し

た
。（
表
１
・
表
２
参
照
）

す
み
や
か
に
連
絡
を

　

被
害
発
生
か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
る
場

合
や
、
被
害
を
確
認
す
る
前
に
修
理
ま
た

は
廃
棄
し
た
場
合
は
、
被
害
の
状
況
が
確

認
で
き
ま
せ
ん
。
共
済
金
を
お
支
払
い
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
被
害
が

発
生
し
た
ら
、
す
み
や
か
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

営
農
状
況
を
確
認
し
ま
す

　
建
物
・
農
機
具
共
済
の
み
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
の
営
農
状
況
等
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
加
入
の
際
に
、「
加
入
申
込

書
」
も
し
く
は
「
農
業
従
事
状
況
確
認

票
」
に
営
農
状
況
等
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

     

落
雷
へ
の
備
え
を
万
全
に

加
入
証
券
で
確
認
を

選
択
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た

～
事
故
除
外
の
項
目
を
追
加
～

家畜の種類 共済金支払い対象から除外する事故
（①～③の中から選択できます）

搾乳牛・育成乳牛
① 特定事故（※1）以外の死亡・廃用事故

追加 ②   　 特定事故以外の廃用事故
追加 ③   　 ５号・６号の廃用事故（表２）

繁殖牛、育成・肥育牛
① 特定事故以外の死亡・廃用事故

追加 ②   　 特定事故以外の廃用事故
③ １号・２号・３号の廃用事故（表２）

繁殖用雌馬、育成肥育馬 特定事故による死亡・廃用事故

種豚
① 特定事故以外の死亡・廃用事故
② １号・２号・３号の廃用事故（表２）

特定肉豚 特定事故以外の死亡・廃用事故

１号 廃 用 疾病または不慮の傷害によって死に瀕した場合

２号 廃 用 不慮の災厄によって救うことのできない状態となった場合

３号 廃 用 骨折、両眼失明、牛白血病などにより治癒の見込みがない場合

４号 廃 用 盗難、行方不明

５号 廃 用 乳牛の雌、種雄牛または種雄馬が、繁殖能力を失った場合

６号 廃 用 乳牛の雌が泌乳能力を失った場合

7 号 廃 用 出生時に奇形または不具であることにより、将来の使用価値がない場合

表1　事故除外（死亡廃用共済）

表２　廃用事故の分類

※1　特定事故…火災、伝染性の疾患または風水害、地震、その他気象上の原因による家畜の事故

建物
共済

家畜共済

　
家
畜
共
済
は
、
補
償
対
象
と
す
る
事
故
を
限
定
（
事
故
除
外
）
し
て
掛
金
の
負
担
を
小
さ
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
７
月
１
日
か
ら
は 

死
亡
廃
用
共
済
に
事
故
除
外
で
き
る
項
目
が
追
加 

さ
れ
、
今

ま
で
以
上
に
農
家
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

修
理
ま
た
は
廃
棄
す

る
前
に
必
ず
確
認
が

必
要
で
す

事
故
除
外
を
選
択
す
る
と

掛
金
も
変
わ
る
の
？

は
い
。詳
し
く
は
、お

近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

落
雷
で
テ
レ
ビ

が
壊
れ
ま
し
た

修理する前に
ＮＯＳＡＩへ連絡！

雷の電流が地面や電線から伝わって、電化製品が故障することがあります

•てん補範囲の「家具類」の欄に「含」が記載されていれ
ば、補償に含まれています。

•ボイラー、エアコンなど建物と一体となったものは家具類
ではなく、建物設備としての補償になります。

建物共済加入証券
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棚田地域振興法が成立

持
続
的
発
展
へ
国
の
責
務

　
棚
田
地
域
振
興
法
が
成
立
し
た
。
総
合
的
な
振
興

施
策
の
策
定
・
推
進
な
ど
を
国
の
責
務
と
し
、「
貴

重
な
国
民
的
財
産
」
で
あ
る
棚
田
の
保
全
と
、
多
面

的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
る
支
援
を
関
係
省
庁
横

断
で
措
置
し
て
い
く
旨
を
明
記
し
た
。
高
齢
化
や
人

口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
、
中
山
間
の
条
件
不
利
地

域
に
位
置
す
る
棚
田
は
荒
廃
の
危
機
に
あ
る
。
将
来

に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
棚
田
地
域
が
希
望
を
持
て
る
具

体
的
な
支
援
の
充
実
・
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

棚
田
は
「
国
民
的
財
産
」

　

新
法
は
第
１
条
の
目
的
で
、
棚
田
を
「
貴
重
な
国
民

的
財
産
」
と
明
記
し
、
保
全
と
多
面
機
能
の
維
持
増
進

に
よ
り
棚
田
地
域
の
持
続
的
発
展
と
国
民
生
活
の
安
定

向
上
に
寄
与
す
る
と
し
た
。
棚
田
を
「
傾
斜
地
に
階
段

状
に
設
け
ら
れ
た
田
」
と
し
、
棚
田
地
域
は
「
棚
田
を

含
む
一
定
の
地
域
で
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る

も
の
」
と
定
義
。
基
本
理
念
で
は
、
棚
田
地
域
の
振
興

に
向
け
て
棚
田
の
保
全
と
、
定
住
や
国
内
外
の
地
域
と

の
交
流
を
促
進
す
る
旨
を
規
定
し
た
。

　
振
興
施
策
の
総
合
的
な
策
定
・
実
施
を
国
の
責
務
と

し
、
地
方
公
共
団
体
に
も
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策

の
策
定
・
実
施
を
求
め
た
。

財
政
・
税
制
面
で
支
援
強
化

　
今
後
は
、
政
府
が
策
定
す
る
「
基
本
方
針
」
に
基

づ
き
、
具
体
策
を
講
じ
る
。
都
道
府
県
は
基
本
方
針

を
踏
ま
え
て
振
興
計
画
を
策
定
し
、
国
は
都
道
府
県

の
申
請
に
基
づ
い
て
「
指
定
棚
田
地
域
」
を
指
定
。

指
定
地
域
が
あ
る
市
町
村
は
、
農
業
者
や
地
域
住
民

な
ど
と
協
議
会
を
組
織
し
、「
棚
田
地
域
振
興
活
動

計
画
」
を
作
成
す
る
。

　
国
は
計
画
を
認
定
し
て
活
動
を
財
政
・
税
制
面
か

ら
支
援
す
る
ほ
か
、
指
定
地
域
の
関
連
事
業
は
毎
年

公
表
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
振
興
活
動
を
担
う
べ
き
人

材
の
育
成
・
確
保
に
努
め
る
こ
と
や
、
認
定
さ
れ
た

計
画
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
な
ど
他
の
関
連

法
に
基
づ
く
計
画
が
認
定
さ
れ
た
も
の
と
見
な
す
旨

を
規
定
。
総
合
的
な
施
策
の
実
施
へ
、
内
閣
府
や
総

務
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
な
ど
の
担
当
者

で
つ
く
る
「
棚
田
地
域
振
興
連
絡
会
議
」
の
設
置
な

ど
も
盛
り
込
ん
だ
。

次
代
に
つ
な
ぐ
環
境
整
備
を

　
棚
田
は
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
で
あ
り
、
伝
統
・

文
化
の
継
承
や
国
土
保
全
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
発

揮
し
て
い
る
。
集
中
豪
雨
な
ど
が
頻
発
す
る
中
、
洪

水
被
害
の
防
止
・
軽
減
機
能
の
重
要
性
な
ど
も
高

ま
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
高
齢
化
な
ど
の
進
展
で
、
多
く
が
荒
廃
の

危
機
に
あ
り
、
棚
田
地
域
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す

る
保
全
・
管
理
対
策
の
拡
充
・
強
化
は
待
っ
た
な
し

の
状
況
だ
。
与
野
党
合
意
の
も
と
、
議
員
立
法
で
制

定
さ
れ
た
新
法
を
契
機
に
、
国
全
体
で
棚
田
の
価
値

を
再
確
認
す
る
と
も
に
、
政
府
に
は
実
効
性
あ
る
対

策
の
早
期
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。

　
政
権
は
農
業
の
成
長
産
業
化
を
掲
げ
、
生
産
性
や

収
益
性
の
向
上
を
重
視
し
た
政
策
を
展
開
し
て
い

る
。
た
だ
、
首
相
の
い
う
「
息
を
の
む
ほ
ど
美
し
い

棚
田
」
は
、
効
率
化
や
合
理
化
が
困
難
な
環
境
で
米

づ
く
り
を
続
け
て
い
る
多
く
の
小
規
模
・
高
齢
農
家

が
守
っ
て
い
る
。
新
法
の
も
と
、
地
域
が
協
力
し
築

き
上
げ
て
き
た
「
貴
重
な
国
民
的
財
産
」
を
次
世
代

に
確
実
に
つ
な
い
で
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
急
ぐ
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　JAいわて中央に勤務する
遥香さん。JA が開催するイ
ベントに携わり、多くの人に
参加してもらおうとＰＲして
います。
　「米作りや野菜の収穫体験
などは特に人気です。参加者
の笑顔を見るとうれしいです
ね」とやりがいを感じています。
　旅行が好きな遥香さんは、
高校時代に東ティモールに
ホームステイしました。「日本
と違う文化に触れることがで
きて、楽しかったです。これか
らもいろいろな国に行ってみ
たいです」と笑顔を見せます。

杉
す ぎ む ら

村 遥
は る か

香さん（20）

盛岡市

「東ティモールの夕日は
　　　　　　　とてもきれいでした」

なでしこ
n a
d e s h i k o

私も農家のサポーター
農  政  最  前  線

県内の共済部長さん
を紹介します

体
内
に
有
害
物
質
が
蓄
積
す
る
恐
れ
が

　
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋

汚
染
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
、
５
ミリ
以
下
の
微

細
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
こ
と
で
す
。

流
出
し
た
工
業
用
の
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
原
料
）、
海
に
流
れ
て

粉
砕
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
が
、

そ
の
正
体
。
ま
た
、
フ
リ
ー
ス
な
ど
の
洗

濯
後
の
廃
水
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
下
水

処
理
場
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
す
り
抜
け
て
海

に
流
れ
出
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
の
有
害
物
質
と
く
っ
つ
き
や

す
い
の
で
、海
中
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
摂
取
し
た
魚
介
な
ど
を
私
た
ち
人
間

が
食
べ
る
と
、
私
た
ち
の
体
内
に
も
有
害

物
質
が
蓄
積
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

使
用
量
を
減
ら
し
︑
海
への
流
出
を
防
ぐ

　

私
た
ち
の
生
活
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
を
一
切
無
く
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、

使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
か
ら
マ

イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
ボ
ト
ル
、
紙
製
や
竹
製

な
ど
に
切
り
替
え
る
な
ど
、
使
用
量
を
減

ら
す
こ
と
は
可
能
で
す
。ま
た
、使
い
終
わ
っ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
分
別
し
て
資
源

ご
み
と
し
て
出
す
、
屋
外
に
放
置
し
て
い

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
や
道
に
落
ち
て
い

る
レ
ジ
袋
な
ど
を
整
理
・
清
掃
す
る
、
な

ど
に
よ
り
、
海
へ
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
も

で
き
ま
す
。
地
球
環
境
を
で
き
る
だ
け
汚

さ
ず
、次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

26年前から消費生活アドバイ
ザーとして活動。専門分野は社会
保障。公益社団法人日本消費生活
アドバイザー・コンサルタント・相
談員協会会員、岩手県生活問題研
究会会員。

横
藤
崇
子

（
よ
こ
ふ
じ
た
か
こ
）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
話
を
紹
介

し
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、
盛
岡
市
の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海
洋
汚
染
と
防
止
対
策

マ
メ
知
識

暮らしに役立つ

8

NOSAIの輪
　
「
い
い
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
写
真
を
撮
る
の
は
楽
し

い
で
す
ね
」
と
話
す
の
は
、
平
泉
町
長
島

14
区
―
１
の
共
済
部
長
を
務
め
る
岩
渕
孝

夫
さ
ん
。

　
以
前
勤
め
て
い
た
会
社
の
社
員
旅
行
で

写
真
を
撮
る
こ
と
の
魅
力
に

気
付
い
て
か
ら
は
、
旅
行
先

の
風
景
や
８
人
の
孫
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
す
。

　
庭
木
な
ど
の
手
入
れ
も
岩

渕
さ
ん
の
趣
味
の
一
つ
。シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
や
ア
ジ
サ
イ
な
ど

の
手
入
れ
を
行
い
、咲
い
た
花
な
ど
も
撮

影
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
写
真
の
魅
力
に
つ
い
て
岩
渕
さ
ん
は「
写

真
を
見
な
が
ら
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
話
す
こ
と
が
楽
し
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

「今年の春もこのシダレザクラの下で花
見をしました」（本人提供）

壁には思い出の写真がいっぱい

岩渕 孝夫さん（72）

平泉町　長島14区-１

共済部長歴3年

思
い
出
に
残
る
写
真
を
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職
員
を
募
集
し
ま
す

　
岩
手
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
）
で
は
、
令
和
２
年

４
月
１
日
採
用
一
般
職
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
岩
手
の
農
業
を
支
え

る
た
め
、
私
た
ち
と
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。書類の提出・お問い合わせ

岩手県農業共済組合　総務部　総務課
〒０２０- ０８５７　盛岡市北飯岡一丁目１０番５０号

ＴＥＬ０１９- ６０１-７４９１
職員募集の詳細については組合ホームページにも掲載しています

http://nosai-iwate.net

職種 一般職（事務処理および農業保険の普及推進）

採用予定人数 ３名程度　
※採用から３カ月間は試用期間とします

応募資格

▶昭和５９年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた方
で、高校を卒業（令和２年３月卒業見込みを含む）した方。ただ
し、大学院、大学、短期大学、高等専門学校、専修学校のいず
れかを卒業（令和２年３月卒業見込みを含む）している方は応
募できません

▶パソコン（ワード、エクセル）操作のできる方
▶農業に関心のある方
▶普通自動車免許を取得（令和２年３月までに取得見込みを含

む）している方（ＡＴ限定でも可）

受付期間 令和元年9月5日（木）～ 9月13日（金）まで

提出書類
①履歴書（写真貼付）
②成績証明書
③卒業証明書または卒業見込証明書
④志望の動機（４００字詰め原稿用紙１枚）

採用試験

▶一次試験（筆記）
　日時：令和元年９月２０日（金）午前8時30分
▶二次試験（面接）
　日時：令和元年１０月４日（金）
　（筆記試験に合格した方に時間を通知します）
▶試験会場
　岩手県農業共済組合本所（盛岡市北飯岡一丁目10番50号）

勤務時間 月曜日から金曜日までの午前８時３０分から午後５時１５分まで

勤務地 岩手県農業共済組合本所または各地域センターおよび支所

給与 組合給与規定によります。（岩手県に準ずる）
参考：高校新卒の場合149,900円（平成３１年４月１日実績）

諸手当 通勤手当、住居手当、扶養手当、時間外勤務手当、寒冷地手当など

賞与 期末・勤勉手当（６月・１２月）

休日等 土・日、国民の祝日、年末年始、年次有給休暇

福利厚生 各種社会保険、慶弔見舞金制度、医療給付制度、定期健康診断など

募　集 内 容

労　働 条 件

先
輩
の
声

私とＮＯＳＡＩ

私とＮＯＳＡＩ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
１
日
を
紹
介
し
ま
す

V
O
IC
E

中
な か か る ま い

軽米 有
ゆ う き

希

菊
き く ち

池 誠
ま さ ふ み

文

北部地域センター
収穫共済課　副主事

胆江地域センター
資産共済課　主事

８：３０

８：３０

１０：００

９：３０

１１：００

１３：３０

１３：３０

１５：００～
１７：１５

１６：００～
１７：１５

１２：００～
１３：００

１２：００～
１３：００

平成29年度採用

平成26年度採用

　農家さんとお話しすることが多い
職場です。特に、ＮＯＳＡＩと農家と
のパイプ役である共済部長さんに
は、配布物などのお願いをするため、
定期的に訪問します。
　気さくで明るい先輩たちに教えて
いただけるので、最初は農業のこと
が分からなくても安心して仕事がで
きます。

　ＮＯＳＡＩの仕事は自然災害を相
手に立ち向かうものです。突発的な
自然災害は、予測することも防ぐこ
ともできません。被害を受けた農家
さんを支えるために、私たちは日々
仕事を行っています。そして、この
仕事が農家さんにとって役に立つ仕
事だと信じています。

この日は大豆共済の加
入推進。訪問先の地図や
必要な書類を先輩と再
確認します。

この日は建物共済の事
故報告がありました。

午後からは共済部長宅を訪問。
地域の農家へ広報紙の配布を
お願いしました。

農家を訪問し、建物共済について説明。

打ち合わせ

電話対応

配布のお願い

建物共済の説明

昼食

昼食

パソコン入力作業

事務処理

大豆共済推進

建物事故の確認

パソコンで書類を作成

事務所に戻って休憩。

事務所に戻り、加入内容を
整理。パソコンに入力して、
この日の業務は終了。

事務所に戻って農家から
受け取った書類を確認し
て、この日の業務は終了。

農家を訪問し、大豆共済の制度を説明。

農家を訪問して受付した事故の状況を確認。

事務所に戻って、確認した
事故の書類を作成。

※本所勤務の場合は、事務処理が中心です。
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共
済
掛
金
は
口
座
振
替
で

　

現
金
納
入
に
か
か
る
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
共
済
掛
金

等
を
「
口
座
振
替
」
で
納
入
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た

場
合
、
組
合
よ
り
加
入
内
容
等
の

確
認
の
通
知
が
届
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
早
め
の
連
絡
を

■
風
水
害
・
干
害
な
ど
の
自
然
災

害
の
ほ
か
、
火
災
、
病
虫
害
、

鳥
獣
害
を
確
認
し
た
と
き

※
自
然
災
害
が
原
因
で
水
稲
の
移

植
不
能
・
発
芽
不
能
が
発
生
し

た
場
合
、
被
害
を
確
認
し
ま
す

の
で
す
み
や
か
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
家
畜
の
異
動
報
告

・
子
牛
が
出
生
、
牛
を
譲
渡
（
売

却
）、
導
入
し
た
と
き

・
育
成
牛
が
加
入
月
齢
（
生
後
６

カ
月
）
に
達
し
た
と
き

・
家
畜
が
死
亡
ま
た
は
廃
用
に

な
っ
た
と
き

　
こ
れ
ら
の
届
け
出
が
な
か
っ
た

場
合
、
共
済
金
の
減
額
や
支
払
い

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
異
動
月
日
は
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
（
牛
個
体
識
別
情
報
）
へ
届

け
出
る
年
月
日
と
一
致
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
変
更
や
事

故
、
建
物
の
物
件
や
農
機
具
の
機

種
に
変
更
や
事
故
が
あ
っ
た
と
き

　
連
絡
が
遅
れ
る
と
共
済
金
を
支

払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
収
入
保
険
の
営
農
計
画
変
更
や

被
害
が
発
生
し
た
と
き

　
栽
培
面
積
や
品
目
・
品
種
な
ど

を
変
更
す
る
場
合
、
被
害
が
発
生

し
た
場
合
は
連
絡
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
他
、
加
入
し
て
い
る
共
済

の
申
込
内
容
に
変
更
が
発
生
し

た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
、

金
融
機
関
に
登
録
し
て
い
る
印
鑑

と
ご
加
入
の
共
済
証
券
を
組
合
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

改
元
に
伴
う
書
類
の
取
り
扱
い

　
本
組
合
か
ら
発
行
さ
れ
る
書
類

に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
修
正
の
都

合
上
、
５
月
１
日
以
降
も
旧
元
号

の
「
平
成
」
表
記
で
お
手
元
に
届

く
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
書
類
上

の
効
果
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
改
元
前
に
発
行
さ
れ
た

証
書
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
済
資
源
量
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す

　
農
業
共
済
制
度
と
収
入
保
険
制

度
に
加
入
で
き
る
方
を
適
切
に
把

握
す
る
た
め
、
共
済
資
源
量
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
平
成
31
年
４
月
30
日
付
け
で
１

名
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

■
中
部
地
域
セ
ン
タ
ー

山
崎
光
輝　
総
務
課
副
主
幹

NOSAIか ら の お 知 ら せ

防風ネット購入経費助成の交付申請書提出期限は
９月○○日までです。○○に当てはまる数字をお答
えください。	 	 	 　　（ヒント：７ページ参照）

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で
10名に、図書カードをプレゼントします。
●応募締切　令和元年8月16日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　  NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏
名を省略し本紙に掲載させていただく場合がございます)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見
とする以外の目的に利用しません。

【3月号の答え】 
「①収穫期」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ?今

月
の
表
紙

一関市大東町　伊東寛さん、美紀さんのお子さん

　ご飯の配膳やお風呂掃除など、いつもお
手伝いを頑張っている璃久くん。この日は、
飼っている牛に食べさせる牧草集めに初挑
戦です。暑い中でもしっかりと長袖の服を
着て準備は万全。お父さんと「草って重いん
だね」と話しながら頑張りました。
　璃久くんは動物が大好き。先日、家族で
秋田市大森山動物園に行ってきました。肉
食の動物が好きで、特にオスのライオンが
お気に入りだそうです。
　将来の夢は警察官です。近所の優しい
駐在さんに憧れています。「いい子になりま
す」と元気よくお母さんに宣言しました。

伊東 璃
り く

久くん（8歳）

　
令
和
元
年
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
工
藤
忠
義
前
組
合
長
が

旭
日
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
工
藤
前
組
合
長
は
、
平
成
27
年
か
ら
岩
手
県
農
業
共
済
組
合

の
初
代
組
合
長
を
務
め
、
組
合
の
運
営
や
農
業
共
済
制
度
の
普

及
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
期
限
ま
で
に
掛
金
等
の
納
入
が
な
か
っ
た
場
合
、
加
入
の
申

し
込
み
を
さ
れ
た
方
で
も
共
済
関
係
は
解
除
と
な
り
、
補
償
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
て
納
入
し
た
場
合
も
同
様
で
す
の
で
、
必
ず
期

限
内
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
新
採
用
職
員
の
み
な
さ
ん
、
前
向
き
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま

す
。	

【
葛
巻
町　
O
さ
ん
】

●
田
野
畑
で
山
地
酪
農
を
し
て
い
る
吉
塚

さ
ん
の
取
り
組
み
に
感
動
し
ま
し
た
。

牛
乳
を
飲
ん
で
み
た
い
で
す
。

	
	

【
花
巻
市　
K
さ
ん
】

●
手
作
り
の
水
車
で
発
電
す
る
な
ん
て
驚

き
ま
し
た
。

	
	

【
西
和
賀
町　
H
さ
ん
】

●「
わ
が
家
の
か
ま
ど
」を
と
て
も
参
考
に

し
て
い
ま
す
。
特
に
今
月
は
、
身
近
な
食

材
で
季
節
に
合
っ
た
料
理
で
時
間
の
か

か
ら
な
い
お
や
つ
が
で
き
て
最
高
で
し

た
。	

【
奥
州
市　
T
さ
ん
】

●
結
い
の
大
地
旬
だ
よ
り
は
、
そ
の
土
地

の
食
品
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
楽
し
い

で
す
。	

【
奥
州
市　
S
さ
ん
】

●
表
紙
の
お
子
さ
ん
か
わ
い
い
で
す
ね
。

お
手
伝
い
も
し
て
、
と
っ
て
も
お
り
こ

う
さ
ん
で
す
ね
。	【
一
関
市　
K
さ
ん
】

●
大
豆
の
特
集
を
見
て
、
身
近
な
大
豆
商

品
を
い
ろ
い
ろ
購
入
し
て
み
た
く
な
り

ま
し
た
。	

【
大
船
渡
市　
K
さ
ん
】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を紹介します。

おたより広場

期
限
内
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

水
稲
共
済
の
掛
金
等
納
入
期
限
は
7
月
31
日
で
す
。

旭
日
双
光
章
を
受
章

工
藤
忠
義
前
組
合
長

 
水
稲
共
済

と
め
、は
ね
、は
ら
い
を

丁
寧
に
書
い
て
ね

月

水
伝達式に出席した工藤前組合長

課
題

第
29
回

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手

書
写
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　
県
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
県
内
の
小
・
中
学
校
へ
応
募
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
学
校

で
取
り
ま
と
め
の
上
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
地

域
セ
ン
タ
ー
へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
た

く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
く
さ
」
／
小
学
校
１
・
２
年
生

「
大
地
」
／
小
学
校
３
・
４
年
生

「
自
然
」
／
小
学
校
５
・
６
年
生

「
温
故
知
新
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

／
中
学
生（
半
紙
）

「
田
園
の
風
景
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

／
中
学
生（
条
幅
）

1部2部3部4部5部

詳細については、組合ホームページをご覧ください
http://nosai-iwate.net
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  令
和
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7
月

15
日

N
o.267

結
い
の
大
地N

O
SA

I
い
わ
て

細めのゴボウ	
150g

片栗粉	
大さじ１

調味料　　　　　　　　　　　　
　　　

（しょうゆ大さじ１、酢大さじ１、砂
糖大さじ２）

黒炒りごま	
大さじ１

揚げ油	
適量

材料 ( ２人分 )

ゴ
ボ
ウ
の

甘
醤
油
か
ら
め

お
茶
請
け
に
も
ご
飯
に
も
合
う

野菜ソムリエ上級プロ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶ 

ゴ
ボ
ウ
の
皮
を
た
わ
し
な
ど
で
よ
く

洗
う
。
長
さ
５
㌢
に
切
り
、
縦
４
つ
に

切
っ
て
水
に
さ
ら
す
。

❷ 
❶
の
水
を
切
っ
て
片
栗
粉
を
全
体
に

ま
ぶ
し
、
１
８
０
度
の
油
で
３
分
揚
げ

る
。

❸ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
調
味
料
を
入
れ
て
火

に
か
け
、全
体
が
泡
立
っ
て
き
た
ら
❷
を

入
れ
、
汁
気
が
な
く
な
る
ま
で
か
ら
め
、

黒
炒
り
ご
ま
を
指
で
ひ
ね
り
な
が
ら
ま

ぶ
す
。

　
茶
色
い
色
に
も
栄
養
が
あ
り
ま
す
。ゴ

ボ
ウ
を
切
っ
て
い
る
間
だ
け
水
に
さ
ら

せ
ば
、ゴ
ボ
ウ
独
特
の
風
味
も
抜
け
す
ぎ

ま
せ
ん
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

ゴボウに含まれる食物繊維のイヌリンは大腸の
働きを促します。また、アルギニンは精力増強、
新陳代謝も促します。柔らかくて香りの強い新
ゴボウが手に入ったら、ぜひ使ってください。

ゴボウ

〒020–0053 盛岡市上太田細田28–8
TEL：019–659–3905

●盛岡・紫波支所
〒028–3605 矢巾町大字間野々3–160
TEL：019–697–3109

●北岩手支所
〒028–4125 盛岡市好摩字上山3–38
TEL：019–682–2661

盛岡地域センター

〒025–0025 花巻市下根子821
フリーダイヤル 0120-28-5201

●西和賀出張所
〒029–5503 西和賀町清水ヶ野18–203
TEL：0197–84–2133

中部地域センター

〒029–0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65–60
TEL：0191–23–3072

磐井地域センター

〒028–6506 九戸村大字山屋2–25–1
TEL：0195–41–1101

北部地域センター

ホームページアドレス

〒020–0857 盛岡市北飯岡一丁目10–50
TEL：019–601–7491

本所
〒023–0023 奥州市水沢字八反町52–1
TEL：0197–25–6631

胆江地域センター
〒027–0203 宮古市津軽石13–488–1
TEL：0193–67–2231

●下閉伊北部出張所
〒027–0501 岩泉町岩泉字天間17–1
TEL：0194–22–2643

宮古地域センター

〒028–0542 遠野市早瀬町2–4–13
TEL：0198–62–2556

●気仙支所
〒022–0006 大船渡市立根町字岩脇1–3
TEL：0192–27–5521

●釜石出張所
〒026–0301 釜石市鵜住居町13-70-4
 （鵜住居地区24-2街区10-1画地）

東南部地域センター

http://nosai-iwate.net
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